
平
成
十
一
年
四
月
二
十
七
日
受
領 

答

弁

第

二

五

号 
     

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
身
内
に
甘
い
法
務
・
検
察
の
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
一
四
五
第
二
五
号 

平
成
十
一
年
四
月
二
十
七
日 

衆

議

院

議

長 
伊 

 

宗 

一 

郎 

殿 

 

内
閣
総
理
大
臣 

小 

渕 

恵 

三 

 



 

一
の
（
3
）
に
つ
い
て 

一
の
（
2
）
に
つ
い
て 

一
の
（
1
）
に
つ
い
て 

国
家
公
務
員
は
、
本
来
、
旅
行
命
令
に
従
っ
て
旅
行
す
べ
き
で
あ
る
が
、
私
用
を
済
ま
せ
る
た
め
に
、
命
令
に
よ
る
旅
行

の
初
日
の
前
日
又
は
前
々
日
に
出
発
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
個
々
具
体
の
例
に
応
じ
て
判
断
す
べ
き
こ
と
で
あ 

る
。 な

お
、
平
成
七
年
か
ら
平
成
九
年
ま
で
の
三
年
間
で
、
旅
費
の
精
算
に
係
る
虚
偽
の
公
文
書
を
作
成
し
た
こ
と
を
理
由
と 

 

し
て
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
を
受
け
た
者
は
な
い
。 

御
指
摘
の
国
家
公
務
員
の
出
張
に
伴
う
経
費
を
含
め
、
予
算
を
執
行
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
公
費
で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
、
い
や
し
く
も
関
係
法
令
に
違
反
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
徹
底
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

民
間
企
業
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
身
内
に
甘
い
法
務
・
検
察
の
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 一 

 



 

三
の
（
2
）
に
つ
い
て 

三
の
（
1
）
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

こ
の
た
め
、
平
成
八
年
十
二
月
十
九
日
の
事
務
次
官
等
会
議
に
お
い
て
、
職
員
が
関
係
業
者
等
（
当
該
職
員
の
職
務
に
利

害
関
係
の
あ
る
業
者
、
当
該
職
員
の
地
位
等
の
客
観
的
な
事
情
か
ら
当
該
職
員
が
事
実
上
影
響
力
を
及
ぼ
し
う
る
と
考
え
ら

れ
る
他
の
職
員
の
職
務
に
利
害
関
係
の
あ
る
業
者
等
）
と
の
間
で
接
待
を
受
け
る
こ
と
、
会
食
を
す
る
こ
と
、
遊
技
、
旅
行

を
す
る
こ
と
等
の
規
制
を
含
む
公
務
員
倫
理
規
程
を
各
省
庁
が
制
定
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。 

法
令
上
又
は
服
務
上
問
題
と
な
る
べ
き
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
な
調
査
を
行
う
べ
き
も

の
と
考
え
る
。 

国
家
公
務
員
は
、
そ
の
職
務
の
執
行
の
公
正
さ
に
対
す
る
国
民
の
疑
惑
や
不
信
を
招
く
よ
う
な
行
為
を
厳
に
慎
み
、
公
務

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

大
蔵
省
に
お
け
る
内
部
調
査
は
、
平
成
十
年
一
月
か
ら
同
年
四
月
ま
で
の
間
に
、
過
去
五
年
に
さ
か
の
ぽ
る
民
間
金
融
機 

各
省
庁
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
公
務
員
倫
理
規
程
を
制
定
し
、
そ
の
遵
守
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

二 

 



 

三
の
（
4
）
に
つ
い
て 

三
の
（
3
）
に
つ
い
て 

関
等
と
の
間
に
お
け
る
会
食
等
に
つ
い
て
、
千
五
十
名
を
超
え
る
者
を
対
象
者
と
し
て
行
わ
れ
た
。
調
査
に
お
い
て
は
、
資

料
や
調
査
対
象
者
の
記
憶
等
の
制
約
か
ら
、
一
件
一
件
の
事
実
関
係
を
正
確
に
調
べ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
調
査

対
象
者
各
人
の
調
査
期
間
中
の
行
為
全
体
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
行
き
過
ぎ
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に
そ
の

主
眼
が
置
か
れ
、
調
査
対
象
者
と
の
個
人
面
談
、
諸
資
料
間
の
相
互
確
認
、
相
手
方
民
間
金
融
機
関
等
に
対
す
る
問
い
合
わ

せ
等
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

則
定
氏
本
人
及
び
関
係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
必
要
な
裏
付
け
調
査
を
行
う
な
ど
、
同
氏
に
法
令
上
又
は

服
務
上
問
題
と
な
る
べ
き
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
な
調
査
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
る
。 

公
務
員
の
服
務
の
具
体
的
範
囲
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
法
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
服
務
の
宣
誓
（
同
法
第
九
十
七 

 

条
）
、
法
令
及
び
上
司
の
命
令
に
従
う
義
務
（
同
法
第
九
十
八
条
第
一
項
）
、
争
議
行
為
等
の
禁
止
（
同
法
第
九
十
八
条
第 

 
 

二
項
）
、
信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
（
同
法
第
九
十
九
条
）
、
秘
密
を
守
る
義
務
（
同
法
第
百
条
第
一
項
）
、
職
務
に
専
念
す 

 
 

 

る
義
務
（
同
法
第
百
一
条
）
、
政
治
的
行
為
の
制
限
（
同
法
第
百
二
条
）
、
営
利
企
業
の
役
員
等
と
の
兼
業
の
制
限
（
同
法 

三 

 



 

三
の
（
6
）
に
つ
い
て 

三
の
（
5
）
に
つ
い
て 

今
回
の
検
察
官
の
不
祥
事
に
関
す
る
調
査
と
三
の
（
2
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
大
蔵
省
の
内
部
調
査
と
で
は
、
そ
の
方
法

に
つ
い
て
基
本
的
に
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
今
回
の
調
査
は
、
問
題
と
す
べ
き
行
動
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
特

定
の
個
人
を
対
象
と
し
、
法
令
上
又
は
服
務
上
問
題
と
な
る
べ
き
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
大
蔵
省
の
内
部
調
査
は
、
千
五
十
名
を
超
え
る
者
を
対
象
と
し
、
過
去
五
年
に
さ
か
の
ぼ
る
民
間

金
融
機
関
等
と
の
間
に
お
け
る
会
食
等
に
つ
い
て
、
行
き
過
ぎ
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
る
。 

第
百
三
条
第
一
項
）
、
営
利
企
業
へ
の
就
職
の
制
限
（
同
法
第
百
三
条
第
二
項
）
、
他
の
事
業
又
は
事
務
の
関
与
制
限
（
同 

 
 

法
第
百
四
条
）
が
あ
る
。 

事
件
捜
査
と
不
祥
事
に
関
す
る
調
査
は
、
い
ず
れ
も
厳
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
事
件
捜
査
は
、
事

案
の
真
相
を
明
ら
か
に
し
、
刑
罰
法
令
を
適
正
か
つ
迅
速
に
適
用
実
現
す
る
た
め
に
、
時
に
は
、
被
疑
者
の
身
柄
を
拘
束
し

た
り
、
住
居
等
を
捜
索
し
、
証
拠
物
等
を
押
収
す
る
な
ど
の
強
制
権
限
を
行
使
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、 

四 

 



 

三
の
（
9
）
に
つ
い
て 

三
の
（
8
）
に
つ
い
て 

三
の
（
7
）
に
つ
い
て 

則
定
氏
本
人
及
び
関
係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
、
銀
行
口
座
や
帳
簿
類
の
確
認
等
の
必
要
な
裏
付
け
調
査

を
行
っ
た
上
で
、
結
論
を
導
き
出
し
た
。 

御
指
摘
の
民
間
業
者
は
、
法
務
省
職
員
倫
理
規
程
（
平
成
八
年
法
務
省
人
訓
第
二
千
九
百
八
十
三
号
大
臣
訓
令
）
に
い
う

「
関
係
業
者
等
」
で
は
な
く
、
則
定
氏
が
同
民
間
業
者
と
御
指
摘
の
ク
ラ
ブ
で
同
席
し
た
こ
と
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
の
で
、
本
来
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、
同
民
間
業
者
と
の
交
際
に
疑
念
を
持
た
れ
て
い
る
こ

と
に
か
ん
が
み
、
あ
え
て
お
答
え
す
る
な
ら
ば
、
三
回
程
度
で
あ
り
、
則
定
氏
は
、
そ
の
飲
食
費
用
に
つ
き
応
分
の
負
担
を

し
て
い
た
。 

不
祥
事
に
関
す
る
調
査
は
、
法
令
上
又
は
服
務
上
問
題
と
な
る
べ
き
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
、
あ
く
ま
で

も
関
係
者
の
任
意
の
協
力
を
得
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
、
そ
の
目
的
及
び
手
段
に
お
い
て
異
な
る
。 

則
定
氏
は
、
御
指
摘
の
女
性
に
対
し
、
平
成
六
年
十
月
こ
ろ
、
二
回
に
わ
た
り
、
最
初
は
小
切
手
で
五
十
万
円
、
次
は
現 

五 

 



 

四
の
（
1
）
に
つ
い
て 

三
の
（
12
）
に
つ
い
て 

三
の
（
11
）
に
つ
い
て 

三
の
（
10
）
に
つ
い
て 

金
三
十
万
円
の
合
計
八
十
万
円
を
渡
し
て
い
る
。
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ

る
の
で
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

御
指
摘
の
民
間
業
者
は
、
則
定
氏
が
交
際
し
て
い
た
女
性
に
三
十
万
円
を
渡
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て 

 

は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
の
で
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

則
定
氏
と
同
僚
の
検
事
の
集
ま
り
の
際
に
、
御
指
摘
の
民
間
業
者
が
同
席
し
た
こ
と
が
あ
る
。
飲
食
費
用
に
つ
い
て
は
、

同
席
し
た
者
が
応
分
の
負
担
を
し
た
。 

東
京
地
検
の
幹
部
や
法
務
省
の
局
長
な
ど
に
な
っ
て
い
る
検
事
が
則
定
氏
や
民
間
業
者
ら
と
一
緒
に
銀
座
の
ク
ラ
ブ
で
遊

興
し
た
か
否
か
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
の
で
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
の
で
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

六 

 



 

四
の
（
4
）
に
つ
い
て 

四
の
（
3
）
に
つ
い
て 

四
の
（
2
）
に
つ
い
て 

国
家
公
務
員
は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
勤
務
す
べ
き
責
務
を
有
し
、
不
偏
不
党
か
つ
公
正

に
職
務
の
遂
行
に
当
た
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

特
に
検
事
等
検
察
官
は
、
社
会
正
義
の
実
現
と
い
う
重
大
な
職
責
を
担
っ
て
お
り
、
公
私
と
も
に
国
民
の
疑
い
や
批
判
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
ら
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。 

職
員
に
対
し
、
各
種
会
議
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
綱
紀
の
保
持
を
指
示
す
る
と
と
も
に
、
研
修
等
に
お
い
て
も

綱
紀
の
保
持
に
関
す
る
講
義
を
行
っ
て
い
る
。 

新
任
の
検
事
に
対
し
て
は
、
社
会
正
義
の
実
現
と
い
う
重
大
な
職
責
を
担
っ
て
い
る
検
察
官
は
、
公
私
と
も
に
国
民
の
疑

い
や
批
判
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
ら
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
育
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
本
件
に
も

言
及
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

検
察
庁
職
員
の
個
人
的
な
考
え
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

七 

 



 

四
の
（
8
）
に
つ
い
て 

四
の
（
7
）
に
つ
い
て 

四
の
（
6
）
に
つ
い
て 

四
の
（
5
）
に
つ
い
て 

ま
た
、
過
去
十
年
間
で
自
己
都
合
に
よ
り
辞
職
し
た
省
庁
局
長
級
以
上
の
幹
部
職
員
の
う
ち
、
退
職
手
当
を
辞
退
し
た 

 

ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
平
成
十
年
に
大
蔵
省
の
元
証
券
局
長
が
退
職
手
当
の
一
部
（
三
割
）
を
辞
退
し
た
例
が
あ
る
。 

法
務
省
の
所
掌
事
務
の
中
に
は
、
司
法
制
度
に
関
す
る
法
令
案
並
び
に
民
事
及
び
刑
事
に
関
す
る
法
令
案
の
作
成
に
関
す

る
事
項
、
民
事
及
び
行
政
に
関
す
る
争
訟
に
関
す
る
事
項
、
検
察
事
務
及
び
検
察
庁
に
関
す
る
事
項
等
法
律
的
知
識
及
び
経

験
を
要
す
る
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
事
務
を
適
正
に
行
う
た
め
に
は
、
法
律
専
門
家
と
し
て
検
察
官
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者
か
ら
担
当
者
を
任
用
す
る
こ
と
は
相
当
の
理
由
が
あ
る
。 

個
人
の
退
職
手
当
の
額
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。 

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
は
な
い
。 

八 

 



 

四
の
（
9
）
に
つ
い
て 

五
の
（
2
）
に
つ
い
て 

五
の
（
1
）
に
つ
い
て 

則
定
氏
本
人
及
び
関
係
者
か
ら
の
事
情
聴
取
を
行
う
と
と
も
に
必
要
な
裏
付
け
調
査
を
行
う
な
ど
、
同
氏
に
法
令
上
又
は

服
務
上
問
題
と
な
る
べ
き
事
実
が
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
な
調
査
を
行
っ
た
と
考
え
る
。 

則
定
氏
は
、
当
座
預
金
口
座
を
開
設
し
て
お
り
、
同
口
座
を
利
用
し
て
、
御
指
摘
の
女
性
に
小
切
手
を
振
り
出
し
た
事
実

は
あ
る
。 

調
査
内
容
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
を
多
く
含
む
こ
と
か
ら
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
答
え
を

差
し
控
え
た
い
。 

御
指
摘
に
係
る
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
る
の
で
、
お
答
え
す
る
立
場

に
な
い
。 

法
務
省
及
び
検
察
庁
は
、
社
会
正
義
の
実
現
と
い
う
重
大
な
職
責
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
職
員
は
、
国
民
の
疑
い
や
批
判 

調
査
の
結
果
、
同
氏
に
は
、
国
家
公
務
員
法
上
の
懲
戒
処
分
に
付
す
べ
き
事
由
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。 

九 

 



 

五
の
（
7
）
に
つ
い
て 

五
の
（
6
）
に
つ
い
て 

五
の
（
3
）
か
ら
（
5
）
ま
で
に
つ
い
て 

を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
自
ら
を
律
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

法
務
大
臣
官
房
長
は
、
同
月
十
二
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
則
定
氏
が
自
己
の
負
担
で
飲
食
店
の
女
性
従
業
員
に
八
十

万
円
を
支
払
っ
た
事
実
等
を
具
体
的
に
説
明
し
た
上
で
、
同
氏
に
国
家
公
務
員
法
上
の
懲
戒
処
分
に
付
す
べ
き
事
実
が
な 

か
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。 

堀
口
次
長
検
事
が
、
新
聞
の
報
道
に
関
し
、
謀
略
の
感
が
あ
る
旨
発
言
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
本
人
は
、
全
く
不
適
切
な

表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
、
既
に
そ
の
発
言
を
撤
回
し
て
い
る
。 

堀
口
次
長
検
事
が
、
浮
気
が
辞
職
の
理
由
と
な
る
と
す
る
と
、
検
事
が
こ
の
よ
う
な
私
事
を
過
度
に
気
に
す
る
よ
う
に 

改
め
て
、
検
察
官
に
対
し
、
自
己
の
重
い
責
務
に
対
す
る
自
覚
と
自
戒
を
促
し
て
ま
い
り
た
い
。 

法
務
省
及
び
検
察
庁
内
部
に
派
閥
の
対
立
や
人
事
抗
争
は
な
い
。 

最
高
検
察
庁
が
、
平
成
十
一
年
四
月
十
一
日
の
時
点
で
、
「
職
務
上
の
不
正
は
な
い
」
と
結
論
付
け
た
こ
と
は
な
い
。 

一
〇 

 



 

 

一
一 

な
っ
て
活
力
を
そ
が
れ
る
と
の
趣
旨
か
ら
浮
気
に
言
及
し
た
事
実
は
あ
る
が
、
本
人
は
、
全
く
不
適
切
な
表
現
で
あ
っ
た
と

し
て
、
既
に
そ
の
発
言
を
撤
回
し
て
い
る
。 

御
指
摘
に
係
る
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。 

五
の
（
8
）
に
つ
い
て 

則
定
前
検
事
長
の
後
任
に
つ
い
て
は
、
四
月
二
十
六
日
、
村
山
弘
義
が
就
任
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


